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     独身者の将来が心配 
                                若者が進学、就職、結婚などで 

          地域の後継者問題                        流出している 

           （農業者、伝統・文化、猟友会）    道路が狭い 

 

       高齢者の介護問題            小学校や保育所の子どもが少ない 

 

             自分のふるさとに自信を持つ人がいない。     会に出るのが世帯主ばかり 

 

         生活用品の購入先が不安         耕作放棄地の拡大 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第３回検討委員会では、「一人ひとりが思いを語

ってみよう！」を目標に、グループ討議を試み

たところ、たくさんの意見が飛び交いました。 

 

●協議内容 

 ・集落から出た意見の検討 

 ・集落・佐礼谷地区の課題抽出 

 ・組織の名称 

 

 

第
三
回
検
討
委
員
会
に
お
い
て
、

次
の
よ
う
な
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。 

 ・
都
市
と
の
交
流
は
で
き
な
い
か
。 

・
山
村
留
学
を
し
て
は
ど
う
か
。 

・
独
身
の
パ
ー
ト
ナ
ー
探
し
の
手
助

け 

・
何
か
全
国
に
売
り
出
す
も
の
は
な

い
か
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

な
ど
な
ど 

 

み
な
さ
ん
、
色
々
と
解
決
策
を
考
え
て
い

る
よ
う
で
す
。 

 

「
全
国
に
売
り
出
す
も
の
」
と
い
う
こ
と

に
焦
点
を
当
て
る
と
、
現
在
、
課
題
を
商
売

に
よ
る
手
法
で
解
決
し
、
利
益
を
あ
げ
る
と

い
う
『
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
』
が
全
国

的
に
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 
  

例
え
ば
、
徳
島
県
上
勝
町
で
は
、
お
年
寄
り
が
、

も
み
じ
や
イ
チ
ョ
ウ
な
ど
の
葉
っ
ぱ
を
売
っ
て

収
入
を
得
て
い
ま
す
。
高
齢
化
率
は
47
％
で
す

が
、
仕
事
を
い
き
が
い
と
し
、
寝
た
き
り
老
人
は

わ
ず
か
二
人
と
い
う
こ
と
で
す
。 

 

佐
礼
谷
も
豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。

何
か
自
然
を
活
用
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
を
考
え
て
み

て
も
、
お
も
し
ろ
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？ 

み
ん
な
で
知
恵
を
出
し
あ
え
ば
、
「
佐
礼
谷
ブ

ラ
ン
ド
」
の
妙
策
が
生
ま
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

よ
。 

 

 



 

 

 

 

     第４回検討委員会では、新しい住民自治組織の組織体制について協議をしました。 

     よりよい組織をつくるために、委員の皆さんは知恵を絞り合い、３時間にもわた

る白熱した議論が交わされました。    

 

★役員さんにできるだけ負担をかけず、参加しやすい体制にしよう！ 

★住民の皆さんに、キチンと情報が伝わるようにしよう！ 

★絵に描いただけの組織だけでなく、目標を実現できる組織をつくろう！ 

                     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

少子化といわれながらも、佐礼谷小学校には平成 19 年度７名(予定)の児童が入学し

ますし、平成 19 年の出生児数は、なんと８名にものぼります。また、子どもの増加

により、16 年ぶりに亥の子を復活させた集落もあります。そんな子どもたちのため

にも、佐礼谷の明るい未来をみんなで築き上げていきましょう！ 

意見１：小学校、保育所の統合に気を付けて

ください。 

 

◎回答 

昨年の市政懇談会において、「保護者の意見を優先

的に配慮し、地域の方々とともに検討する」との回

答がありました。 

ただし、児童数の減少が著しければ、存続はむずか

しくなります。実質、来年度の佐礼谷保育所の園児

数は５人（予定）となるそうです。今後、地域、保

護者、学校、保育所が一体となって、小学校、保育

所の存続について検討をしていく必要があります。 

意見２：財源の委譲をしてもらう。 

 

 

◎回答 

住民自治組織は、「ムラ」社会を築くこととも言え

ます。ムラを運営するためには、財源は必要となっ

てきます。 

そのような中、行政からの財源委譲も考えられます

が、財源の委譲をされることは、市役所の仕事やそ

の責任も委譲されるということです。補助金ではな

く、委託料という形を認識した上で、地域と行政の

仕事の切り分けを協議しながら、財源の要望をして

いきたいと思います。 

先月号の佐礼谷小学校の平成

19 年度卒業生の数を訂正しま

す。 

（誤）５名 

↓ 

（正）６名 

皆さんからのご意見、ご質問をお

待ちしております 

みんなが親しみやすい、ステキな名前を

考えて、どんどん応募しましょう！ 

〆切 12月 14日（金） 

 

  ■応募箱設置場所 

    役場佐礼谷支所・佐礼谷郵便局 

      広報委員さんへ渡しても OK 

新規公募していた検討委員さんについて、次の方か

ら応募があり、審議の結果、選任することにいたし

ました。 

今後ともよろしくお願いいたします。 

 

亀岡 功生さん（影浦） 


